
          第197回史跡ウォーク（担当チーム華）                   2024.5.26

　　　　　　　『新緑の岡崎エリアを歩く』

　【受付】
　円山公園 枝垂れ桜前
  【コース】
① 師弟愛の碑
② 知恩院
③ 瓜生石
④ 得浄明院
⑤ 一本橋
⑥ 明智光秀の首塚
⑦ 京都で一番古い道標
    （三条白川橋道標）
⑧ 並河靖之七宝記念館
⑨ 七代目小川治兵衛旧邸
⑩ 白川の付け替え
⑪ 三谷（水車）稲荷と 
　　竹中精麦所跡
⑫ 白川児童プール跡
⑬ 鴨東運河掘削土捨場
⑭ ワグネル博士顕彰碑
⑮ 六勝寺跡
⑯ 親柱の碑文名の決まり
⑰ 第四回内国博覧会会場跡　
⑱ 得長寿院跡　
⑲ 三谷伸銅所工場跡
⑳ 夷川水力発電所・
　　夷川船溜まり水泳場
㉑ 大蓮寺

  平安時代の11 世紀後半、岡崎の地には貴族の別荘（別業＝べつごう）や院の御所の他、六勝寺
を始めとする多くの寺院が 造営されました。しかし次第に衰退し、応仁の乱後にはそれらは廃絶し
畑地となっていきました。幕末動乱期になると大名屋敷が数多く築かれ繁栄しましたが、明治維新
後の東京遷都によって再び農地に戻っていきました。
　京都府は、東京遷都により衰退した京都の復興策として1890年に琵琶湖疏水を建設、1895年に
は平安遷都1100年の記念事業の一環として第４回内国勧業博覧会を開催し、日本初の路面電車を
走らせるなどインフラ整備を進めていきました。
　今回のウォークでは、白川沿いの史跡を歩いた後、六勝寺跡など平安時代の史跡と明治以降の
産業振興と琵琶湖疏水関連の史跡を巡ります。
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